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　平成4年8月1日現白．
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〆

、

欝矧■幽

一調

皇か、

二一1，

う雛で甜鮒尾
　　　　　　　「土用の丑の［ヨ」に鰻を食べる風習は，江Fの鰻屋のため
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郭
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一ム「牧

90歳以上は57

メ
メ
チ
訴
訴
メ
表
．
一
糞
チ

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と

だ
れ
も
が
「
丈
夫
で
長
生
き
で
き
る
と
い
い
な
～
」
と
思
い
ま

す
。
で
も
な
か
な
か
そ
う
い
か
な
い
の
が
現
実
。

　
今
年
は
、
長
年
、
本
町
は
も
ち
ろ

ん
県
北
で
も
最
高
齢
者
で
あ
っ
た
、

塩
月
テ
イ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
、
少

し
寂
し
い
敬
老
の
日
を
迎
え
ま
す
が
、

し
か
し
、
九
十
歳
を
越
え
た
長
寿
者

は
昨
年
に
比
べ
三
名
増
え
、
五
十
七

名
と
な
り
、
み
ん
な
塩
月
テ
イ
さ
ん

の
記
録
に
追
い
つ
こ
う
、
追
い
越
そ里見トクさん

明
治
3
0
年
1
月
3
日
生
れ
（
9
6
歳
）

南
郷
村
出
身
で
、
3
年
半
前
に
「
牧

水
園
」
に
入
所
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
末
か
ら
少
し
足
が
弱
く
な
り

車
い
す
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
食
欲
の
方
は
い
た
っ
て
良

好
。　

好
き
な
食
べ
物
は
何
で
す
か
？
と

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
　
「
昔
風
の
田
舎

料
理
が
大
好
き
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　

話
し
を
う
か
が
っ
た
そ
の
冠
す
ぐ

に
昼
食
を
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
当

に
食
べ
つ
ぶ
り
は
健
康
そ
の
も
の
で

し
た
。

う
と
元
気
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
年
々
長
寿
者
も
増
え

て
い
ま
す
．
．

「
丈
夫
で
百
歳
ま
で
長
生
き
し
た
い

ノ
．
」
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
夢
に
最
も
近
く
に
い
る
東
郷

町
の
最
高
齢
者
お
二
人
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

試

騨鷲
。癬詩

那須嘉市さん

明
治
3
0
年
3
月
5
日
生
れ
（
9
6
歳
）

　
二
十
年
程
前
に
椎
葉
村
か
ら
東
郷

町
へ
こ
ら
れ
、
現
在
田
野
の
福
士
で
、

孫
の
楠
男
さ
ん
夫
婦
と
ひ
孫
二
人
の

五
人
家
族
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
訣
は
？
と
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
、
「
良
い
家
庭
環
境
の
中
で

く
ら
し
て
い
る
の
が
い
い
ん
で
す
よ
」

と
、
は
っ
き
り
し
た
口
調
で
答
え
ら

れ
ま
し
た
。
今
は
目
が
不
自
由
な
の

と
、
足
腰
が
少
し
弱
く
な
っ
た
為
、

五
・
六
年
前
か
ら
外
に
は
出
て
い
な

い
と
の
こ
と
、
、

　
今
の
楽
し
み
は
、
朝
の
テ
レ
ビ
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
．
、

（8月20日現在）90歳以上
地区名 氏　　　　名 年齢 地区名 氏　　　　名 年齢 地区名 氏　　　　名 年齢
寺　迫 黒　木　日出夫 93 小野田 本　宮　ウ　メ 92 迫野内 甲　斐　ケ　サ 90

〃 1黒　木　ケ　サ 91 〃 里　見　　ト　ク 96
〃 藤　栄　藤　作 91

〃　i安　藤　藤　松 90 〃 日　吉　チ　ヨ 92 〃 黒　木　榮次郎 91

福　瀬；直　野　フミ子 90 〃 岩　野　春　治 91 八重原 田　村　厚　士 92

・　　　直　野　喜　義 91 〃 阿　村　タ　ツ 91 田　野 那　須　嘉　市 96

〃　！川　越　寅　記　190 ’・　！村　田　マツエ 95 〃 稲　田　ツルエ　；90

〃　．高　木　　卜　吉　．91 〃　　i　那　　須　　シ　　ン 95
羽　坂 橋　　「」　カ　　メ　　；　91

〃　　　長　渡　茂　一 90 〃　　　日　吉　　　英　：90　　　　　1 〃 若　藤　　　稔 91

〃　．月1越　梅　子 91 鶴野内 福　谷　エ　ン　　91 仲　深 酒　井　イ　チ 90

〃 長　池　テ　ツ
9
0
1 〃 中　平　堅　吉　　93 〃 橋　ロ　アサエ I　g1

〃 川　越　アキエ　．91 〃　…南　濱　ト　メ　　95 〃　　…　矢　野　　フ　　ク　…94

小野田 橋　　口　　工合　　雄　　i　gO 〃　　　寺　　原　　ミチル　192 　　　　　3V　　　那　　須　　ヨ　ネ　193

〃　　　都　甲　エ　ン 91 〃　　1　黒　　木　　タ　　ク　　1　94 坪　谷…矢　野　ス　エ　190
・　！吉　野　マスエ 93 〃　　E　藤　　田　　ト　メ　　　91 ”　1那　須　清太郎　旨91

〃　　　小　林　シ　ナ 92 〃　…金　丸　盛　松　．93 〃　…寺　原　フ　ジ　．93

〃　　　飛　高　リ　ン　1 91 〃　　　　　　ノ」、　　材く　　春刀三良ll　　…　94 越　表　　田　中　ヨ　ノ　ig4
”　　　　1　　／j、　　LU　　　≦…英　　　一fL　　　　91

〃　　　下　田　善　一　190 ”　　　川　崎　ミキエ　…91
”　　E　立　　U」　カ　　ネ　　旨　94 ”　…吉　田　善　平　　90 〃　　3　藤　　井　　キ　　ク　　　92

”　　　黒　木　ハツエ　　93 迫野内　　東　　　　シ　ン　！90 下渡lllI山　床　時　治　！90

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

、
つ

こ“、
つ

と画報（3）平成4年9月号

　
本
年
十
月
一
日
よ
り
開
始
予
定
の

「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
」
の
愛
称
を
広

く
町
民
に
募
集
を
行
な
’
．
た
と
こ
ろ

期
間
中
身
名
か
ら
二
十
九
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
、
厳
正
か
つ
慎
重
な
る
審
査

を
行
な
／
．
た
結
果
、
小
野
田
の
東
村

カ
ズ
ミ
さ
ん
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
、

「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
に
決
定
さ
れ
、

八
月
十
二
日
、
町
長
公
室
で
表
彰
式

「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
」
愛
称
決
ま
る

、
隷
懇
書
概
蛋
須

　　

@　

@　

ﾓ
れ
あ
っ
て
い
き
ま
レ
よ
…
う
溜
篶
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
．
＝
㌔
　
ご
｛
「
　
1
1
・
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
い
た
だ
い
た
方
々
、
ご
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

動
勃
②
㊨
麹

有
限
会
社

寺
原
建
設

…　

結
ｽ
町
大
字
山
陰
辛
四
五
「
番
地

　
　
　
智
㊥
1
2
5
4
9

・
　
　
　
代
表
取
締
役
　
寺
原
忠
雄

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説

　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

　
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
歌
は
、
坪
谷

小
学
校
の
歌
碑
（
昭
和
六
十
年
十
月

建
立
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
約
二
ヵ
月
、
夏
休
み
を
故
郷
で
過

ご
し
た
牧
水
は
、
九
月
の
上
旬
、
上

京
し
ま
し
た
．
、

　
こ
の
一
年
前
（
明
治
三
十
七
年
）

牧
水
は
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
た
の

で
す
が
、
九
月
目
は
北
原
白
秋
（
射

水
）
と
同
宿
し
て
お
り
、
同
級
生
の

中
林
蘇
水
（
熊
本
県
出
身
）
と
も
親

し
み
、
射
水
・
蘇
水
・
牧
水
の
三
名

で
、
「
早
稲
田
の
三
水
」
と
称
し
て
、

大
学
構
内
で
お
お
い
に
気
炎
を
あ
げ

て
い
た
よ
う
で
す
。

｛
O
設
立
年
月
日
は
？

一
昭
和
四
＋
六
年
五
月
三
＋
百

…
O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

｝
役
員
三
更
．
社
員
義
術
者
）
六
名

｝　

末
ｱ
員
一
名
・
常
用
十
三
の
計

～

⑮

レ
8
月
1
2
日
目
行
な
わ
れ
た

　
表
彰
式

　
こ
の
歌
は
、
明
治
三
十
八
年
「
新

声
」
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
こ
の
年
の
六
月
末
、
早
稲

田
大
学
文
学
部
高
等
予
科
の
課
程
を

修
了
し
、
坪
谷
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
は
、
そ
の
帰
省
中
の
作
と
言

え
ま
す
，
、
こ
の
時
、
牧
水
は
お
よ
そ

二
十
首
の
歌
を
同
誌
に
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
二
首
を
紹
介

い
た
し
ま
し
よ
う
。

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
よ
と
母
に
起
さ

れ
て
す
が
る
小
窓
の
草
月
夜
か
な

ふ
る
郷
の
梨
の
古
樹
を
撫
で
て
見

　
つ
を
さ
な
き
わ
れ
と
逢
ふ
こ
こ

　
ち
し
て

　
二
十
名
で
す
。

…
。
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？

…
　
一
般
土
木
工
事
で
す
・

び

｛
O
会
社
の
特
徴
は
？

…
　
受
注
工
事
は
、
県
・
町
及

～　

ﾑ
九
州
電
力
の
工
事
を
主
体

…
と
し
て
お
り
・
社
員
全
員
よ

一
－
話
し
合
い
、
仲
良
－
、
和

～
　
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
仕
事

皿
が
で
き
・
社
内
の
団
結
が
保

…
た
れ
イ
、
い
委

…
O
社
員
へ
の
福
利
厚
生
．
レ
ク

〉
　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
か
や
つ

～
て
ま
す
か
？

一
野
球
チ
去
を
結
成
・
、

　
日
向
市
内
の
早
朝
野
球
大
会
に
毎
～

年
出
場
し
て
い
ま
す
、
ま
た
、
事
…

業
関
係
者
と
年
一
～
二
回
親
善
ソ
〔

フ
ト
ボ
ん
試
合
を
行
な
・
て
い
　

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

○
そ
の
他
町
民
に
何
か
＝
言
あ
り
ま
㎝

せ
ん
か
・
・
　
　
　
　
　
｛

　
只
今
・
従
業
員
塗
扇
ノ
．
へ

職
種
に
関
係
な
－
寺
原
建
設
で
焦

事
を
し
た
い
と
思
う
方
、
大
歓
迎
〃
∴

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



平成4年9月号（4）
・
つこ“、

つ
と報町

皆
で
築
己
う

森
繍

繍
桑
⑦
崇
察

　
七
月
二
十
七
日
、
町
役
場
で
「
林
業
青
年
活
動
強
化
検
討
委
員
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
会
の
冒
頭
、
今
回
発
足
し
た
「
牧
水
込
み
ど
り
保
全
ス
タ
ッ
フ
」
の
メ
ン

バ
ー
1
2
名
を
代
表
し
て
、
池
田
平
庭
さ
ん
に
辞
令
交
付
が
行
な
わ
れ
、
そ
の

後
、
平
成
四
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
、
協
議
で
は

各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
林
業
に
つ
い
て
、
現
在

の
本
町
の
林
業
の
実
態
や
、
今
か
か
え
て
い
る
問
題
な
ど
を
、
町
林
政
課
の

荒
砂
課
長
に
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。

Q
1
　
今
回
（
七
月
二
十
七
日
）
「
林

業
青
年
活
動
強
化
検
討
委
員
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
ん

な
こ
と
を
検
討
す
る
会
で
す
か
？

A
　
こ
の
委
員
会
は
、
東
郷
町
の
振

興
の
核
と
な
る
人
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
林
業
青
年
等
の
組
織
の
強

化
と
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
林

業
の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
た
め

の
方
針
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
．
、

　
事
業
内
容
は
、

①
民
主
グ
ル
ー
プ
、
青
年
等
を
中
心

に
し
て
山
村
、
都
市
交
流
活
動
を
実

施
し
、
人
間
的
、
文
化
的
交
流
を
促

進
し
ま
す
．

②
本
町
林
業
を
担
っ
て
い
く
若
者
の

人
材
確
保
を
図
り
ま
す
。

③
町
と
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、

知
識
の
高
揚
と
技
術
の
向
上
を
図
る

目
的
で
研
修
、
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。④

森
林
、
林
業
の
現
状
及
び
重
要
性

を
広
く
P
R
す
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
特
徴
的
な
も
の
は
、

町
と
森
林
組
合
が
出
資
し
て
平
成
四

年
度
と
五
年
度
の
二
ヵ
年
で
三
千
万

円
の
牧
水
郷
み
ど
り
振
興
基
金
を
造

成
し
た
こ
と
で
す
．
．
基
金
か
ら
生
ず

る
運
用
益
を
も
っ
て
、
班
員
の
減
少

と
高
齢
化
が
進
む
森
林
組
合
作
業
班

の
育
成
、
確
保
を
図
る
こ
と
に
し
て

　
　
　
い
ま
す
。

寿勲
脚
編
輯
篠

、
が
辞
A
．
⊥
父
付
が
行
な
わ
れ

％
　　　　

@
の

　　

@　

ﾑ

　　
@　

ﾋ

　　

@　

@　

ｧ

　　
@　
@　

a

ま
し
た
が
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
う

い
つ
だ
方
々
で
何
人
で
構
成
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
か
？

A
　
町
森
林
組
合
の
作
業
班
は
、
現

在
十
三
班
八
十
三
名
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
．
、
こ
の
班
員
を
対
象
に
通
年

就
労
の
希
望
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

二
十
一
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
十
二

名
の
方
か
ら
申
込
み
が
あ
り
、
全
員

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
，
平
均
年
齢
は

三
十
九
・
四
歳
で

す
。Q

3
　
牧
水
郷
み

ど
り
保
全
ス
タ
ッ

フ
の
・
王
な
活
動
と

役
割
を
お
し
え
て

く
だ
さ
い
。

A
　
当
面
は
各
作

業
班
に
所
属
し
て

造
林
や
林
産
事
業

に
従
事
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、

九
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
総
面
積
の

八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
．
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
民
有
林
で
一

万
七
千
五
百
八
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
ま
す
。

Q
5
　
こ
の
よ
う
な
広
い
面
積
を
保

有
す
る
東
郷
町
に
ど
れ
く
ら
い
の
林

業
従
事
者
が
お
ら
れ
ま
す
か
？

A
　
森
林
所
有
者
は
千
五
百
七
十
一

将
来
は
増
員
を
図
り
、
一
つ
の
組
織

と
し
て
独
立
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

Q
4
　
と
こ
ろ
で
現
在
町
内
に
は
ど

れ
ほ
ど
の
森
林
面
積
が
あ
る
の
で
す

か
？

す
か
？

人
で
す
が
、
こ
の

内
町
内
者
が
千
三

百
六
十
八
人
（
八

十
七
パ
ー
セ
ン
ト
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
林
業
従
事
者
は

平
成
二
年
国
勢
調

査
で
百
三
十
四
人

と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

Q
6
　
本
県
の
森

林
面
積
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
当
り
の
林
業

従
事
者
は
何
人
で

A
　
「
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
従
事
者

は
⊂
・
（
）
C
九
人
と
な
’
．
て
い
ま
す
。

Q
7
　
ち
な
み
に
林
業
従
事
者
の
絶

対
数
は
あ
り
ま
す
か
つ

A
　
町
の
森
林
面
積
は
、
一
万
九
千
　
　
A
　
県
内
の
六
齢
級
（
三
十
年
生
以

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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下
）
以
下
の
保
育
を
必
要
と
す
る
人

工
林
に
対
す
る
林
業
従
事
者
数
か
ら

推
計
す
る
と
、
一
人
当
り
五
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
数

は
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
、

　
本
町
の
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
林

業
従
事
者
数
は
（
）
・
C
C
七
人
、
一
人

当
り
の
六
齢
級
以
下
の
森
林
面
積
は

九
卜
三
ヘ
ク
タ
！
ル
と
な
り
ま
す
の

で
県
平
均
に
比
べ
て
、
さ
ら
に
不
足

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
8
　
本
町
の
林
業
従
事
者
の
年
齢

構
成
は
ど
う
で
す
か
？

A
　
町
森
林
組
合
作
業
班
の
年
齢
構

成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年代
〔人〕

男 性 女性
計

20代 1 1

30代 6 1 7

40代 9 1 10

50代 20 8 28

60代
　　　一　　　　

Q6 11 37

計 62 21 83

Q
9
　
今
、
全
国
的
に
農
業
、
林
業

の
後
継
者
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
本
町
で
は
ど
う
で

す
か
？

あ
り
ま
す
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
始

ま
っ
た
人
口
流
出
は
農
林
業
就
業
者

の
減
少
と
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
を

起
し
、
農
林
業
の
後
継
者
不
足
と
い

う
状
況
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
．
．

Q
1
0
　
そ
れ
以
外
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
事
、
ま
た
こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ

る
問
題
は
あ
り
ま
す
か
？

A
　
森
林
営
業
の
効
率
化
と
林
業
生

産
性
の
向
上
、
造
林
コ
ス
ト
の
低
減

を
図
る
た
め
、
林
道
等
の
整
備
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、
林
道

等
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
集

材
距
離
の
短
縮
や
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
が
可
能
に
な
り
、
労
働
条
件

の
向
上
に
結
び
つ
き
ま
す
。
こ
の
結

果
、
山
村
に
お
け
る
人
手
不
足
、
と

り
わ
け
森
林
、
林
業
の
担
い
手
不
足

の
解
消
に
大
い
に
役
立
つ
と
期
待
さ

れ
ま
す
、

　
ま
た
、
今
後
は
素
材
生
産
量
の
増

加
が
急
激
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
国
産
材
を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
加
工
、
流
通
の
拠
点
と
し
て

の
長
迫
団
地
の
整
備
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
、

Q
1
1
　
最
後
に
〕
つ
お
聞
き
し
ま
す
、

東
郷
町
に
と
っ
て
林
業
と
は
何
で
す

か
？

A
　
農
林
業
は
本
町
の
基
幹
産
業
で
　
　
A
　
東
郷
町
の
森
林
面
積
は
、
町
回

の
．
口
気
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
民
有
林
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
林
業
は
本
町
経
済
に
お
い
て

基
幹
産
業
の
】
つ
で
あ
り
ま
す
，

　
昭
和
三
十
三
年
か
ら
積
極
的
に
拡

大
造
林
が
推
進
さ
れ
、
人
工
林
率
は

六
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
．
．
現
在
は
幼
齢
林
が
多
く
、
そ
の

保
育
の
促
進
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
主
伐
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
林
業
に
か
け
る
期
待
は
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
、
一

　
最
近
の
森
林
の
役
割
は
、
木
材
生

産
と
い
っ
た
経
済
的
機
能
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
土
保
全
、
水
資
源
の
か
ん

養
、
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
、
保
健
文
化
と
い
っ
た
公
益
的
機

能
に
国
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
｝

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
…

　
今
後
は
物
質
的
資
源
と
環
境
資
源
．

と
し
て
の
森
林
の
価
値
を
両
立
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
は

　　

@　

@
あ
な
た
の
家
庭
か
ら

　
　
あ
る
町
の
子
供
を
対
象
と
し
た
調

　
査
で
、
「
自
動
車
に
気
を
つ
け
な
さ
い
」

　
と
言
う
お
母
さ
ん
の
言
葉
に
、
「
い
つ

　
も
の
こ
と
だ
か
ら
気
に
し
な
い
」
と

　
い
う
答
が
7
0
％
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
．
．

　
お
母
さ
ん
の
交
通
事
故
防
止
の
声
か

　
け
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
子
供
が
気
に

　
と
め
な
く
な
っ
た
ら
効
果
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
あ
る
中
学
校
が
募
集
し
た

　
作
文
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

　
し
た
。
　
「
あ
る
庶
母
が
私
に
こ
ん
な

　
話
を
し
た
、
　
『
あ
の
子
は
交
通
事
故

　
で
首
の
骨
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
．
．
命

　
は
助
か
っ
た
が
体
全
体
に
力
が
な
く

、
な
り
ク
ラ
ゲ
と
同
じ
、
ご
飯
も
食
べ

　
さ
せ
て
も
ら
い
、
便
は
涜
腸
で
出
し

．
て
い
る
．
．
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
あ
の
子

…
の
］
生
を
天
国
と
地
獄
に
分
け
て
し

｝
ま
っ
た
。
広
場
か
ら
左
右
を
注
意
し

…
な
い
で
道
路
に
と
び
出
し
た
為
だ
．

岬
○
○
さ
ん
も
歩
道
か
ら
道
路
に
と
び

…
出
し
た
為
車
に
は
ね
ら
れ
、
命
は
助

岬
か
っ
た
が
肩
の
所
で
神
経
が
複
雑
に

｛
か
ら
み
へ
口
っ
て
、
今
の
医
学
で
は
ど

貿
つ
す
る
こ
〉
．
9
U
φ
、
き
な
い
．
毎
日
痛

晒
み
止
め
の
注
射
を
つ
つ
イ
、
い
る
が
、

鼎
も
う
四
年
に
も
な
り
家
の
中
全
体
が

　
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
．
．
大
き
な
声

　
を
出
し
て
も
肩
に
ひ
び
く
の
で
、
痛

い
静
か
に
し
ろ
、
と
怒
る
そ
う
だ
』

『
．
響
．
．
．
」

　
こ
の
子
供
の
作
文
は
、
家
族
で
話

す
交
通
安
全
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
車
に
気
を
つ
け
な
さ
い
！
」
だ
け

で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故

の
恐
ろ
し
さ
を
た
び
た
び
話
し
て
聞

か
せ
、
ま
た
危
険
な
場
所
と
か
事
故

の
原
因
を
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

家
族
全
員
が
用
心
深
く
な
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
は
自
分
の
家
庭
か
ら
で

す
．
、
加
害
者
も
被
害
者
も
自
分
の
家

庭
か
ら
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
A
七
月
末
累
計
（
　
）
内
は
当
月
分
〉

　椎諸北西南東門　日
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全
国
　
六
、
二
三
四
人

死
者

　
　
　
県
内
　
　
　
五
九
人
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＜
福
瀬
小
の
俳
人
た
ち

校
長
先
生
か
ら
賞
状
を

　
　
　
　
い
た
だ
く

　
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
前
日
の
7
月

20

冝
A
福
瀬
小
学
校
で
は
一
学
期
の
終

業
式
に
合
わ
せ
、
児
童
が
詠
ん
だ
俳
句

の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
．

　
入
賞
者
に
は
校
長
先
生
か
ら
「
人
ひ

と
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
、
賞
状
を
い
た

だ
い
た
児
童
は
誇
ら
し
げ
に
、
ま
た
、

今
回
入
賞
を
逸
し
た
児
童
は
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
残
念
な
が
ら
も
、
「
二
学
期
は
入
賞

を
！
一
と
、
は
り
き
っ
た
よ
う
す
で
、

そ
れ
ぞ
れ
一
学
期
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
．

坪谷川に500名の太公望集まる1「牧水ふれあい鈍・り弐蒙

　今年で4回目となった、「牧水ふれあい釣り大会」が、

7月26日旧）、牧水公園坪谷川河川プールで開催され、町

内外から約500名の太公望たちが集まり晴天の下、思い思

いのポイントでつり糸をたれ、夏休み最初の日曜日を楽

しんでいました。

　大物賞は次の3名でした。

優勝　清原武彦（日向市）24．7cm

2位。片江徳志（日向市）24．6cm

3位　清原邦彦（日向市）24．Ocm

力投を続けレ

たが善戦及

ばず……
（金沢女子高校）　憾、

▲ホームでのクロスプレーで
　セーフをアピールするが……

F

輔
蓋メ，

街

（笠田高校）

▲
敗
れ
た
瞬
間
、
辛
く
き
び
し

　
か
っ
た
練
習
の
思
い
出
が
涙

　
と
い
っ
し
ょ
に
…
…

　
　
　
　
（
宇
部
女
子
高
校
）

施設入所者への友愛訪問レ

　7月20日・21日の両日、町では福祉事業の一

環として、東郷町から県内の精神薄弱者や身体

障害者の入所している施設を訪問し、日常生活

用具を贈り激励しました．

「
夢
マ
竃
5
あ
い
マ

　　

{
崎
。
空
。
下
」

　
8
月
－
日
か
ら
本
県
で
開
催
さ
れ
た
、
「
第
3
6

回
全
国
高
校
総
体
一
で
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

出
場
し
た
4
校
（
石
川
県
金
沢
女
子
高
校
・
和

　
　
　
も
　
て
　
な

歌
山
県
笠
田
高
校
・
山
口
県
宇
部
女
子
高
校
・

埼
玉
県
星
野
女
子
高
校
）
が
町
内
に
宿
泊
し
、

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
牧
水
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
練
習
を
行
な
い
、
会
場
の
お
倉
ヶ
浜
総

合
公
園
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
み

ご
と
星
野
女
子
高
校
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し

綴諺絃，
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レ
大
盛
況
，
・

　
　
山
陰
保
育
園
「
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」

　
7
月
1
8
日
㈲
夕
方
か
ら
、
山
陰
保
育
園
で
「
ふ
れ

あ
い
夏
祭
り
一
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
，
園
児
、
父
兄

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
呼
び
か
け
、
メ

イ
ン
会
場
の
園
広
場
で
は
、
約
抽
人
が
集
ま
り
、
園

児
の
和
太
鼓
や
ゲ
ー
ム
遊
び
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
．

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
や
商
店
主
ら

の
寄
付
に
よ
る
花
火
1
5
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
の

間
観
衆
は
”
真
夏
の
夜
の
夢
”
を
見
！
、
し
ま
い
ま
し

た
、

ゾブトテニス（鯛

＜東郷中学校
　　　　23年ぶりに王座にノ

　7月11日・12日の両日、県総合運動公園

で開かれた、第43回宮崎県中学校体育大会

夏期大会で、東郷中学校の男子ソフトテニ

ス1軟式テニス）部がみごと優勝し、九州

大会への切符を手にしました、

　また、軟式野球では、日向市の美々津中

学校が優勝し、寺迫小学校出身の選手5名

も出場し活躍しました．

　なお、8月に行なわれた几州大会では残

念ながら両校とも一回戦で惜敗しました，

鋳薩、’

　＜川の流れに身をまかせ・…・
　　　　第16回冷川イカダ下り大会

　　　　今年で16回目を迎えた、耳川イカダ下り大会」

　　　が7月19日田）、鶴野内前をスタートに、日向市余

　　　瀬までの15キロの問でマイペースの部、スピード

　　　の部の2部門に分かれ19のチームが出場し競技が

　　　行なわれました．

・…慈鱗雲朧薪1鰻
　　　見物人の声援に応えながら、あるものはスピード

　　　を競い、あるものはのんびりと、納涼？川下りを

　　　楽しんでいました．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111㈹まで〉
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鶴
野
内
大
工
野
の
黒
木
利
夫
さ
ん

の
裏
山
に
、
大
日
如
来
さ
ま
が
祭
ら
れ

て
い
る
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
去
る
七

月
二
十
七
日
旧
暦
六
月
二
十
八
日
は

こ
の
大
日
如
来
さ
ん
の
祭
日
で
し
た
。

　
私
ヰ
圧
史
談
ム
五
右
d
士
心
曾
b
血
ハ
味
夕
」
3
b
っ

て
こ
の
祭
り
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

十
日
前
に
大
日
如
来
堂
の
研
究
調
査

に
来
て
い
た
の
で
気
軽
に
お
堂
に
着

い
て
見
る
と
、
堂
の
前
庭
に
は
敷
物

が
全
部
敷
か
れ
て
い
て
、
大
工
野
の

老
若
男
女
約
百
人
近
い
村
人
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
，
私
達
は
お
堂
内
に
上

が
っ
て
線
香
を
あ
げ
御
神
酒
を
頂
い

て
庭
に
出
た
。
見
る
と
お
堂
の
板
壁

に
、
牛
の
絵
を
書
い
た
も
の
が
十
枚

余
り
貼
ら
れ
て
あ
る
。
大
工
野
の
小

学
生
が
描
い
た
と
の
こ
と
。
な
ぜ
牛

の
絵
か
、
昔
か
ら
こ
の
大
日
如
来
は

牛
の
護
り
佛
と
し
て
、
近
村
近
郷
に

そ
の
名
を
ひ
ろ
げ
て
い
た
と
の
こ
と
。

昔
は
祭
り
に
な
る
と
村
内
は
勿
論
の

こ
と
西
郷
村
、
北
郷
村
、
南
郷
村
あ

た
り
か
ら
も
参
詣
者
が
多
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
時
計
が
午
後
一
時
頃
に
な
っ
た
。

敷
物
に
座
っ
て
い
る
人
達
が
立
ち
上

が
っ
た
，
ワ
ァ
ワ
『
，
ざ
わ
め
き
初
め

た
。
も
ち
ま
き
の
は
じ
ま
り
だ
。
若

い
役
員
さ
ん
が
も
ろ
ぶ
た
を
肩
に
し

て
立
っ
た
、
「
そ
れ
一
．
」
と
一
斉
に

も
ち
ま
き
が
始
ま
っ
た
，
奪
い
合
う

声
、
投
げ
る
声
、
ま
こ
と
に
に
ぎ
や

か
な
、
そ
し
て
和
や
か
で
森
に
こ
だ

ま
す
佛
心
一
如
の
姿
と
も
言
え
よ
う
、

も
ち
ま
き
が
終
っ
て
さ
あ
、
御
神
酒

あ
げ
だ
／
私
も
紙
コ
ワ
．
フ
を
貰
っ
て
、

冷
た
い
ビ
ー
ル
斎
二
杯
つ
い
で
貰
っ

た
。
そ
の
お
い
し
さ
、
冷
た
い
味
わ

い
．
．
こ
れ
で
御
利
益
い
ズ
．
ぱ
い
だ

座
敷
の
老
人
の
面
々
も
大
き
い
声
を

出
し
て
何
や
ら
叫
ん
で
い
る
．
．

　
こ
の
地
に
大
日
如
来
堂
の
建
て
ら

れ
た
の
は
、
約
五
百
年
余
前
天
文
年

　
鶴
野
内
大
工
野
に
祭
ら
れ

く
て
い
る
大
日
如
来
本
堂

間
初
頭
の
様
で
あ
る
。
こ
の
堂
付
近

の
墓
石
類
に
刻
ま
れ
て
い
る
年
号
よ

り
し
て
推
察
が
出
来
る
。
板
碑
、
墓

石
の
中
に
天
文
初
期
の
年
号
を
見
た
。

又
こ
の
地
に
庵
寺
が
あ
り
如
来
護
持

と
布
教
に
も
努
め
て
い
た
こ
と
も
充

分
に
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
現
在

庵
寺
の
跡
地
付
近
に
稲
荷
さ
ん
が
祭

ら
れ
て
い
る
．
、

　
昔
か
ら
黒
木
利
夫
さ
ん
方
付
近
の

地
名
を
呼
ぶ
の
に
「
ア
ン
ガ
タ
」
と
言

っ
て
い
た
．
．
ア
ン
は
庵
寺
の
庵
の
音
心

の
こ
と
で
、
ア
ン
ガ
タ
と
言
え
ば
黒

木
家
や
如
来
堂
付
近
の
こ
と
で
あ
る

こ
と
が
、
自
ず
と
約
束
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
小
野
田
の
東
郷
病
院
北

側
山
ふ
も
と
に
あ
る
地
蔵
さ
ん
の
あ

る
所
を
ア
ン
ノ
サ
コ
と
申
し
て
い
た
．
．

こ
の
ア
ン
も
庵
寺
の
ア
ン
で
、
こ
の

地
蔵
堂
は
昔
庵
寺
の
あ
っ
た
所
で
、

す
ぐ
上
の
杉
山
の
中
に
墓
石
碑
が
百

余
個
現
存
し
て
い
る
．
．

▲東郷病院北側にある地蔵堂

ド
（

？

　
大
工
野
大
日
如
来
の
祭
り
行
事
は

今
後
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
昔
の
し

き
た
り
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
伝
統

を
末
永
く
伝
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

紫
陽
花
の
咲
く
花
見
れ
ば
ゆ
く
り
な

　
く
眼
裏
に
顕
つ
亡
き
友
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

さ
る
か
け
の
葉
に
つ
つ
ま
れ
し
手
作

　
り
の
よ
も
ぎ
団
子
は
香
も
味
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

静
も
り
て
群
衆
見
入
る
決
勝
戦
冴
え

　
て
竹
刀
の
打
ち
音
響
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

雨
止
み
て
深
き
緑
の
冠
間
隔
た
だ
よ

　
い
て
白
鳥
の
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

梅
雨
晴
れ
を
待
つ
こ
と
久
し
こ
の
夕
べ

　
お
ぼ
ろ
に
浮
か
ぶ
半
弦
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

北
方
四
島
何
時
か
え
さ
れ
る
エ
リ
ツ

　
ィ
ン
一
億
の
ね
が
ひ
今
年
届
く
や

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

物
忘
れ
多
く
な
り
し
を
笑
ひ
合
ひ
帰

　
れ
ば
ひ
そ
か
我
が
家
の
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

除
草
剤
ま
き
し
に
棚
田
草
生
え
て
雨

　
に
濡
れ
つ
つ
妻
と
草
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

品
評
会
に
仔
牛
参
加
を
勧
め
ら
れ
研

　
修
と
思
い
梅
雨
に
曳
き
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

始
め
て
の
家
族
登
山
と
子
が
誘
う
久

　
住
登
山
に
妻
の
手
を
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

最
下
位
の
巨
人
は
目
覚
め
脱
出
し
連

　
勝
続
け
一
位
を
目
指
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

総
領
の
孫
に
贈
ら
む
生
れ
し
日
の
新

　
聞
一
部
今
宵
保
管
す

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

「9¶ A

ご；～
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⑳
高
齢
者
の

　
　
便
秘
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院
院
長

内
科
　
宮
　
田
　
隆
　
光

瀦

　
三
～
四
日
以
上
便
通
の
な
い
も
の
、

排
便
が
あ
’
．
て
も
排
便
量
が
少
な
い

も
の
、
硬
便
に
な
っ
て
苦
痛
や
腹
部

膨
満
感
、
残
夢
感
、
不
快
感
を
伴
う

も
の
な
ど
を
便
秘
と
定
義
し
て
い
ま

す
、　

高
齢
者
に
便
秘
が
増
加
す
る
理
由

に
は
、
老
化
の
た
め
腸
管
の
運
動
や

腹
筋
力
が
低
下
す
る
こ
と
、
排
便
反

射
が
減
弱
し
た
り
消
失
す
る
こ
と
、

水
分
の
摂
取
量
が
低
下
す
る
こ
と
、

食
物
残
渣
（
残
り
か
す
）
の
少
な
い

単
調
な
食
事
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
運
動
不
足
や
、
ト
イ
レ
に
行

く
こ
と
を
が
ま
ん
す
る
こ
と
も
便
秘

の
原
因
に
な
り
ま
す
．
．

　
便
秘
を
防
ぐ
に
は
、
ま
ず
、
生
活

に
リ
ズ
ム
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
．
一
必
ず
朝
食
を
と
る
、
朝
食
の
前

あ
る
い
は
後
に
必
ず
ト
イ
レ
に
い
く

習
慣
を
つ
け
る
、
朝
の
散
歩
を
励
行

す
る
と
い
’
．
た
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
一
、

ラ
ジ
オ
体
操
や
テ
レ
ビ
体
操
な
ど
で

腹
筋
を
鍛
え
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
、

腹
部
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
腹
部
の
温
あ
ん

法
や
腰
部
の
指
圧
が
有
効
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
．
．

　
食
事
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
、
高
齢

者
は
一
般
に
消
化
の
よ
い
軟
ら
か
い

食
べ
物
を
摂
取
し
が
ち
で
す
が
、
便

秘
対
策
と
し
て
は
む
し
ろ
こ
な
れ
の

悪
い
繊
維
の
多
い
食
べ
物
の
方
が
適

し
げ
、
い
ま
す
．
ご
ぼ
う
、
に
ん
じ
ん
、

蓮
根
、
芋
類
、
豆
類
、
海
草
、
き
の

こ
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
多
く
食
べ

る
よ
う
に
、
七
渇
け
ま
し
ょ
う
．
、

　
ま
た
、
便
秘
の
原
因
の
中
に
は
、

翌某
／＼藁1一

一，鴫一腸の走行に沿って

　：・小さく「の」の字を
ド　ナ

　一ご描くような要領で

　一・マッサージする＝

〃論4　．

　
　
　
　
　
　
　
　
、

矯
㌣
帯
暴

懲
懲

＝＝

大
腸
癌
な
ど
の
悪
性
の
疾
患
が
隠
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最

近
急
に
便
秘
に
な
っ
た
方
や
、
便
秘

が
ひ
ど
く
な
っ
た
方
は
、
一
度
大
腸

の
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．
一
注
腸

（
大
腸
透
視
）
と
い
っ
て
、
肛
門
か

ら
バ
リ
ウ
ム
と
空
気
を
い
れ
大
腸
の

形
態
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
町
立
病

院
で
も
予
約
制
で
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
腸
癌
検
診
（
便
潜
血
反

応
）
も
進
ん
で
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
一
．

◎

O

oo

レ第4腰椎棘突起

腰部の指圧部位

㌧

　
＼
＼

腹部マッサージ

．歯科匡師だより

　
　
　
ヘ
ノ
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
・
k

旺耐指母

撃

r〆
一

、＼1

覧

　
今
回
は
、
乳
歯
が
生

え
そ
ろ
う
三
歳
位
ま
で

の
乳
幼
児
の
お
話
し
を

し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
体
も

心
も
大
き
く
成
長
す
る

と
き
で
す
。
丈
夫
で
立

派
な
体
、
規
則
正
し
い

食
習
慣
、
清
潔
習
慣
な

ど
の
生
活
習
慣
は
、
す

べ
て
こ
の
時
期
に
重
要

な
基
礎
が
作
ら
れ
ま
す
．
．

今
ま
で
は
母
親
が
子
供

の
行
動
、
食
べ
物
を
㎜

％
近
く
把
握
で
き
て
い

た
の
で
す
が
、
二
・
三

歳
に
な
る
と
母
親
の
知

ら
な
い
時
間
が
増
え
、

行
動
や
食
べ
物
の
管
理
が
十
分
に
で

き
な
く
な
り
、
精
神
的
に
も
成
長
の

過
程
で
、
大
な
り
小
な
り
み
ら
れ
る

反
抗
期
に
入
り
ま
す
．
、

　
虫
歯
の
主
な
原
因
の
一
つ
に
甘
い

　
　
　

も
の
が
あ
り
ま
す
．
、
そ
こ
で
、
甘
い

も
の
の
食
べ
さ
せ
方
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
い
つ
ま
で
も
だ
ら
だ

ら
と
食
べ
て
い
る
と
虫
歯
に
な
り
や

す
い
の
で
す
。
甘
い
も
の
を
食
べ
た

患者の肌にあたるタオルの温度は約45℃（60℃の温

湯でしぼる）とし、さめないようにその上からバス
タオルで覆う＝20分でタオルを交換する、

※腰部も同様に行う．

腹部の温署法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

り
飲
ん
だ
り
す
る
と
き
は
、
量
を
少
＝

な
く
し
て
そ
の
時
間
も
短
く
す
る
こ
　

と
で
す
、
ま
た
、
食
べ
た
後
は
必
ず
｝
…

歯
磨
き
か
水
な
ど
で
う
が
い
を
さ
せ
［
｝

早
く
口
の
中
か
ら
甘
い
も
の
を
追
い
｝
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
＝

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ト
小
う
　
　
　
　
　
｝
　

　
三
歳
ま
で
に
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
｝
…

い
を
作
ら
ず
、
何
で
も
よ
く
か
ん
で
｝

食
べ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

も
の
で
す
。
よ
く
か
む
と
食
べ
物
の
皿

消
化
、
吸
収
が
よ
く
な
る
だ
け
で
な
…

く
、
顔
や
あ
ご
の
成
長
を
促
し
、
脳
一

へ
も
刺
激
を
与
え
る
の
で
す
。

　
最
後
に
、
お
子
さ
ん
た
ち
は
ま
だ

一
人
で
は
口
の
中
を
清
潔
に
す
る
こ
；

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
夜
寝
る
前
に
親

が
必
ず
仕
上
げ
の
歯
磨
き
を
し
て
あ
…

げ
て
く
だ
さ
い
・
　
　
　
　
…

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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圃
　
弓

牧

水

祭
醒

ワ｝1

　
恒
例
の
．
牧
水
祭
”
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
、
．

▽
日
時
　
9
月
1
7
日
内

　
　
受
付
　
午
前
9
時
～
9
時
3
0
分

　
　
開
会
　
午
前
9
時
3
0
分

▽
場
所
　
牧
水
記
念
館
ほ
か

　
※
今
年
は
文
化
協
会
と
の
共
催
に

　
　
よ
り
講
師
を
迎
え
て
の
短
歌
会

　
　
も
開
催
さ
れ
ま
す
．
、

　
　
（
1
2
時
3
0
分
よ
り
）

住
民
基
本

健
康
、

診
査

　
　
　
　
　
　
じ

　
夏
の
疲
れ
が
　
　
．
町
、
．

で
て
く
る
時
季
で
す
。

す
す
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
／
．

　
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
9
月
3
日
（
木
）

　
老
谷
地
区
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
大
谷
・
小
野
田
二
地
区
対
象
）

　
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時

0
9
月
1
0
日
（
木
）

小
野
田
公
民
館

　
（
小
野
田
一
・
又
下
一
・
又
下
二

　
　
地
区
対
象
）

　
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時

0
9
月
1
7
日
目
木
）

小
野
田
公
民
館

　
（
又
中
・
又
上
・
住
宅
地
区
対
象
）

　
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時

0
9
月
2
4
日
（
木
）

　
田
野
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー

　
（
田
野
・
稲
葉
野
地
区
対
象
）

　
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時

9
月
は

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
障
害
者
と
健
常
者
が
一
体
と
な
っ

た
社
会
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

の
早
期
実
現
が
、
私
た
ち
の
責
務
で

す
。　

障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
皆
様

（
特
に
事
業
主
）
の
暖
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行
政
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
6
日
㈹
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
、
．

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
6
日
困
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
五
期

　
　
納
期
は
九
月
三
十
日

税
務
相
談

　
税
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
O
K
！

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

O
日
時
　
9
月
1
1
日
（
金
）

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

。
場
所
　
日
向
商
工
会
議
所
一
階

　
　
　
含
⑫
1
5
1
3
1

9
月
9
日
は

　　

u
救
急
の
日
」

圃倫臓麗しく戯b転ず1コ9

●救急車を呼ぶときの

　　　　3つのポイント

工救急事故などの発生

　場所と近くの目標

②どのようなケガか病

　気か

言ケが人や病人の現在

　の容態　簡．単に

箸
葱

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
越
表
の
石
田
幸
雄
さ
ん
か
ら

　
（
辰
雄
さ
ん
・
6
8
歳
ご
逝
去
）

◎
謬
論
の
渡
辺
晃
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ヨ
ノ
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
古
川
虎
夫
さ
ん
か
ら

　
（
サ
ヨ
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
茂
美
さ
ん
か
ら

　
（
シ
ナ
．
†
さ
ん
・
7
8
歳
ご
逝
去
）

ロ

…
表
紙
（
写
真
）
の
紹
介

…
七
月
二
＋
四
日
の
f
用
の
丑
の

…
日
」
を
前
に
、
寺
迫
の
河
野
養
鰻
で
は
、

…
う
な
ぎ
の
出
荷
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
・

…　

ｶ
魚
で
の
出
荷
は
主
に
県
外
方
面
で
、

一

｝
こ
の
た
め
出
荷
の
ピ
ー
ク
は
五
日
前

…

…
の
七
月
十
九
日
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

…　

｡
年
は
土
用
の
丑
の
日
が
七
月
二

…
＋
四
日
と
八
月
昔
の
二
日
あ
り
ま

…
し
た
が
、
「
．
二
日
あ
っ
て
も
最
初
の

…
丑
の
日
が
冨
よ
！
一
と
・
天
の

…
…
河
野
重
信
さ
ん
、

㎜
こ
の
日
の
た
め
星
魚
で
出
荷
し

　

…
た
量
が
な
ん
と
二
五
（
し
C
㎏
（
約
一

へ

…
万
二
千
五
百
匹
）
．
．

｝　

ｱ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・

…

出

（
七
月
届
出
分
）

生
お
め
チ
、
と
う

一「

清 海 赤

家 野
ち
や

良 翔 ん

の
志 太 名

良、 父

幸
1敏 の

名

鶴 坪 住
野
内 谷 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

渡

湯氏

前
日
と
当
日
に
は
個
人
か
ら
の
注
文
の
…

あ
・
た
、
・
焼
・
・
用
意
す
・
た
め
、
…

朝
四
時
頃
か
ら
、
生
け
す
か
ら
揚
げ
て
…

き
た
ば
か
り
の
う
な
ぎ
を
重
信
さ
ん
が
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
宅
の
作
業
場
で
一
匹
ず
つ
手
際
よ
…

　
と
ニ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
捌
き
、
奥
さ
ん
は
取
り
出
さ
れ
た
｝

き
も
（
肝
臓
）
と
骨
を
選
別
加
工
し
・
…

そ
・
て
量
が
・
焼
・
の
作
業
・
い
…

つ
た
家
族

分
担
で
、

前
日
は
一

六
C
㎏
、

当
日
は
二

三
C
㎏
を
　
　
（
｝

旧
い
た
と

の
こ
と
で

す
．
、

ム
も
．
〕

　　　　　　　響　　F　響　　ρ　響　「　　　　　　ρ　「　一　「　一　F　　　　一　　「　8　「　一　　「　　　8　「　醒　，　8　「　　一　　「　一　　「　8　，一　　「　曹　「　曹　，

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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